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　前回まででマイクロストリップ・ライン（MSL：
Microstrip Line）の特性インピーダンスを適切に設
計する必要性が理解できたものと思います．
　希望する特性インピーダンスをもつことが保証さ
れたプリント基板を，実際にどうすれば入手できる
でしょうか．
　プリント基板製造メーカはこの要求に対応してお
り，これを「インピーダンス・コントロール基板」
として提供しています（図1）．そのため，ユーザは

「インピーダンス・コントロール基板」として発注
すればよいのです．
　本稿ではインピーダンス・コントロール基板を利
用する理由や，発注するときの留意点などを解説し
ます．

インピーダンス・コントロール
基板の活用

● インピーダンス・コントロール基板とは特性イン
ピーダンスが管理された基板
　インピーダンス・コントロール基板は，MSLなど（注1）

のプリント基板上の伝送線路が，プリント基板発注者
が指定した特性インピーダンスに適合するように，プ
リント基板製造メーカがパターン形成/製造を行い，
その仕様に適合しているかを品質管理したうえで出荷
するプリント基板のことです．
　「特性インピーダンスが管理された基板」というこ
とで，「インピーダンス・コントロール基板」と呼ば
れるわけです．

● 発注方法
　インピーダンス・コントロール基板を入手したい場
合には，プリント基板設計を開始する前に，プリント
基板製造メーカに相談することから始まります．「イ
ンピーダンス・コントロール基板として発注したい
旨」をまずプリント基板製造メーカに伝え，必要な設
計パラメータを入手します．
　ここでいう設計パラメータとは，表1に示すような，
目的の特性インピーダンスを実現する，MSLなどの
パターン幅を（以後の回で説明する差動信号伝送の場
合には，差動ペアMSLのパターン間隔も）指定したも
のです．

● 基板メーカの材料や製造プロセスによって設計パ
ラメータが異なる
　第2回の式（2）で示したように，MSLなどの特性イ
ンピーダンスは，パターン（導体）の幅と厚さ，プリン
ト基板材料の絶縁体の厚さと比誘電率で決まります．
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実際の基板ではさまざまな
誤差要因があるニャ．
そのため仕上がり基板で
目的の特性インピーダンスが
得られない場合も多いニャ．
これを確実にするためには，
特性インピーダンスが正しく
制御され，品質管理された
「インピーダンス・コント
ロール基板」として発注
するニャ
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図1　目的の特性インピーダンスをもつプリント基板を入手した
いなら「インピーダンス・コントロール基板」を利用する

注1：ここで「など」をつけるのは，以後の回で「MSL以外の
伝送線路」として説明するように，プリント基板上でも多岐の
伝送線路構造をつくることができるため
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